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336　　　　Dual　lsotope　Brain　sPEcTの臨床応用に関

する研究

妹尾　誠．中川原譲二．中村願一（中村記念病院脳神経

外科）　高橋正昭．阿部雅人．佐藤勝保（同放射線部）

　SPECTでは異なるトレーサーのenergy●indo●を分離す

ることによって、負荷試験前後に指示された異なるトレー

サーの分布を別々に画像化することができる（Dual　Iso－

tope　Brain　SPECT｝．脳ファントム実験によれば、灰白質

部に：231（11～22MBq）、白質部に99nTc（37MBq）を注入した

場合にはenergy　vind“を159～191keV（40～112keV）とす

ると、各々の領域が別々に画像化されたが、注入を逆に

した場合には、gs°Tcによる灰白質部の描出がt231の高い

エネルギーのため不良となった。臨床例では、99°Tc－H｝

PAOにより安静時の脳血流分布を得た後、‘231－IMPに対す

るenergy冒indo■を159～191keVとしてDI▲MOXRなどを負

した荷後の脳血流分布を得ることが妥当である。

337　　Ewsを用いた各種モダリティー3D．画像

の評価

大西英雄、高橋雅文、濱津尚就、増田一孝（滋賀医大放

射線部）　井藤隆太、鈴木輝康、山本逸雄、森田陸司（

滋賀医大放射線科）　山崎俊江（国立八日市）

各種モダリティーの3次元画像の構築は、形態学的な

病変の広がり及び機能異常分布を知る上で重要である

今回我々はEWS（↑ITAN－750）を用いて脳SPEC
T画像（123・1－iMP）の3次元画像化を行い，病変部の

位置の決定，占有体積の計算及び機能異常分布の評価

において有用な知見を得た。形態画像と機能画像とを

3次元情報でマッピングすることにより、それぞれの

画像の持つ特徴を生かした病変部の空間的把握のみな

らず機能的評価が同時に可能なシステムを構築したの

で報告する。
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